
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な
対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

３：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８５％以上であ
る。

２：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８０％以上であ
る。

１：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８０％未満である。

４：児童アンケート「（自分は）体を
動かすことが好きだ」が９０％以上
である。

３：児童アンケート「（自分は）体を
動かすことが好きだ」が８５％以上
である。

２：児童アンケート「（自分は）体を
動かすことが好きだ」が９８０％以
上である。

１：児童アンケート「（自分は）体を
動かすことが好きだ」が８０％未満
である。

３：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８５％以上である。

２：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８０％以上である。

１：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が８０％未満である。

４：保護者アンケート「確かな学力
の定着」の満足度が９０％以上であ
る。

３：保護者アンケート「確かな学力
の定着」の満足度が８５％以上であ
る。

４：

４：

３：

１：

学校関係者記入欄

9
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大項目
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Ｄ

３：

２：

１：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　８０％未満であ
る。

４：

B

・本校では「早寝・早起き・朝ごはん」の強化
週間を設けるとともに児童や保護者の意識
向上を図るため、チェックカードを活用し、規
則正しい生活を送ろうとする態度の育成に注
力している。
・感染症予防マニュアルを作成し、全教職員
で感染症予防に取り組んでいる。マスクの着
用や手指消毒、フェイスシールドの着用や
ソーシャルディスタンスなど、気を緩めること
なく学校全体で今後も継続して取り組んでい
く。

＊児童６６７名回答
　肯定評価：６１４名（９２％）
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１：
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目標に対する成果指標

10

0

0

0

4

0

３：

２：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

・今年度、新型コロナウイルス感染症防止の
ため、学校公開や学校行事等、一部制限を
かけての実施となった。保護者の意見として
学校での児童の様子が知りたいとのことで
あったので、保護者会を通じて発信するとと
もに今後も学校ホームページの更新を計画
的に行うようにする。
・新型コロナウイルス感染拡大の状況を見
て、地域巡りや近隣への校外学習、遠足な
ど、感染症防止策の措置を十分に講じた上
で児童が地域への興味・関心を高められる
ような活動を積極的に行った。
・読書学習司書やPTAの読み聞かせの会の
方々の読み聞かせの時間を設定した。今年
度はビデオ配信やオンラインでの読み聞か
せとなったが、計画的な朝読書の時間を確
保することができた。

＊保護者４０７名回答
　肯定評価：３８０名（９３％）

・校長、副校長を筆頭に地域への深い理解と協力をいただいていること
に、本当に感謝しています。コロナ禍の中でやりたくてもできないことも
たくさんありますが、引き続き地域とともにある学校でいただければ幸い
です。
・地域の一員として、何かできることがもっとないだろうか考えています。
個人的には不登校対策、発達・情緒障害の児童対応で地域が必要と考
えています。
・コロナウイルス感染を気遣い、いろいろな計画が失われ、毎年楽しみ
にしている夏まつり、ガーデンパーティーの行事が行われず、地域の子
供たちとの交流がなくて残念でした。
・児童の活動情報等をホームページで公開し、積極的に情報を発信して
いることは、好ましいと思われます。
・本当にコロナに始まりコロナに終わった１年でしたが、地域でも多くの
行事、活動が中止・延期・縮小となり児童の皆さんとの接点が本当に少
ない１年でした。私たち大人以上に児童の皆さんは、活動全般の思い出
も少なく大変だったことでしょう。来年度は、このコロナ禍が終息し、学
校・家庭・地域が一体となり多くの活動ができるよう願っております。
・地域活動がほとんど行われなかった町会・青少対等連携を結んだ活
動ができる月日を望みます。
・来年度こそ体験活動が少しでもできるようになることを願いつつ、時代
の変化に合わせてニーズのずれがないように話し合いの場を一層大切
にしていきたいと思います。

令和３年度　大田区立東調布第一小学校　自己評価　報告書
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0

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。
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学
校
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・
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な
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進
め
る
教
育

地域人材や読書学習司書を生かした読み
聞かせや計画的な朝読書などを実施する。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

３：

２：

１：

4

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
３
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か
な
心
の
育
成

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

主体的・対話的で深い学びにより、思考力・
判断力・表現力を育てる授業を実施する。

３：

２：

１：

4

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

3

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

取組
評価

Ｄ

Ａ

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

２：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８０％以上である。

２：保護者アンケート「確かな学力
の定着」の満足度が８０％以上であ
る。

１：保護者アンケート「確かな学力
の定着」の満足度が８０％未満であ
る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内研究・校内研修を活性化し、教員の指
導力向上に努めている。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

あいさつ運動を推進し、きもちよい挨拶の
習慣を身に付ける指導に努めている。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

感染症予防・東一小マニュアルをもとに、感
染症予防対策に努めている。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

・成果指標の結果から保護者の皆さんの学校に対する高い信頼が表れ
ていると思います。
・以前（数年前）、ＡＬＴの授業を参観させていただいた時に、児童がとて
も楽しそうに身振り手振りで英語を学んでいる姿にカルチャーショックを
受けたことがありました。もしかして、日本の授業には、照れや厳格さな
どが強すぎて、真に勉学の状態が損なわれているところがあるのかもし
れないと思いました。
・学力レベルに合わせての授業の細やかな指導に感謝いたします。
・授業では、習熟度別算数少人数指導を実施することにより、丁寧な授
業が行われ、算数に苦手意識をもつ児童にとって効果があると思われ、
非常によいと思われます。
・授業内容に関しては私共外部の人間では評価は難しいのですが、一
般的にこのコロナ禍において、先生方、児童の皆さんも新しいことへの
取組は大きな負担になると思います。大人の世界でも今回のコロナ禍
では数々の肉体的、精神的制約は多岐にわたっており、ましてや「児
童・生徒一人ひとりの学ぶ意欲を高めること」は更に大変なことだと思い
ます。そのような中で児童一人ひとりはよく頑張っていると思います。
・きめ細かなタブレット有効活用が児童の学習意欲向上に大いに役立っ
ている。

・授業では、教材の視覚化・共有化を図り、
児童の学習内容に対する興味・関心を高
め、学習意欲の向上につなげている。また、
習熟度別算数少人数指導を全学年で実施し
ていることで、きめ細かい指導を行うことがで
き、算数に苦手意識をもつ児童にとって非常
に高い効果があると考えられる。
・土曜授業日に実施している「ステップアップ
タイム」では、全児童を対象に計算力向上を
目指したタブレット学習を行っている。繰り返
し学習や必要に応じて前学年または前々学
年の学習内容にも触れることができ、非常に
効果的であった。
・今後はさらにタブレットを活用して個に応じ
た指導及び個別最適化な学びを実践し、学
習内容の確実な定着を図っていく。
・少人数での対話的活動を授業の中に意図
的に位置付けることで児童の深い学びにつ
なげていく。発達段階に応じた到達目標を設
定することで、対話的な活動の充実を図って
いく。

＊保護者４０７名回答
　肯定評価：３９０名（９６％）

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

0

・成果指標だけにとらわれずに実際の学校での様子も踏まえた分析が
されていてとても良いと思います。
・登下校中に、こちらの顔や目を見て挨拶してくれる児童や教員がとて
も多いと感じています。日頃よく育ててくださり、ありがとうございます。
・各学年より配慮を要する児童について、情報提供を行って、全教職員
が共有しているということは大変好ましいです。
・私たち住民にとりまして、今後の大切な取組としては「いじめ問題」であ
ると思います。昨今のニュースでもいじめ問題は増加傾向にあり、東一
小では、いじめのための「道徳教育推進」、「学校いじめ防止基本方
針」、「生活指導夕会」等、いじめに対する取組は、この取組、改善策か
らもよく分かります。加えて、「問題行動」、「不登校問題」等に関し、ケー
ス会議を開き、学校・家庭・関係諸機関と連携して組織的に対応するこ
とも素晴らしいことだと思います。今後も大いに期待しています。
・東一小の児童は挨拶がよくできている。道徳は人の道しるべとなり、大
切な授業です。よろしくお願いします。

・コロナ禍の中で制約が多く、大変だと思いますが、児童が身体を動か
して楽しめる機会を確保していっていただければと思います。
・コロナで対策が大変な中、体を動かすことができる環境を維持してくだ
さり、ありがとうございます。
・児童の皆さんとも今年は接点も少なく、体力の向上・健康増進の評価
はあまり分からないのですが、近隣住民としては、日頃いつも元気な声
が校庭から聞こえてくるのは素晴らしいですね！そして、取り組んでい
る「早寝・早起き・朝ご飯」いいですね！誰にでも取り組める効果的な親
しみやすい対応もいいですね！加えて、独自の手作り感染症予防運動
の「東一小マニュアル」使いやすいマニュアルだと思います。児童にとっ
ては、このコロナ禍の２年間、今までと違った生活となり本当に大変な
時代ですが、児童はそれにもめげず、外で会うと元気な声で挨拶しても
らうと安心します。
・自粛生活が長期にわたっていますが、子供たちは元気に動き回ってい
て安心しました。感染症予防対策をこれからもよろしくお願いします。
・帰り道もしっかりマスクをしている子供たち、素晴らしいです。

・成果指標の結果から保護者の皆さんの学校に対する高い信頼が表れ
ていると思います。
・数年前、若くて溌剌とした先生が増えた印象をもち、よい傾向だなと
思っておりましたが、昨年くらいから、少し元気のない先生が増えてきた
ように感じます。コロナ感染症対策でお疲れのことと存じますが、できる
だけ早く帰り、必要であれば携帯で先生同士は連絡を取るなど、学校外
での生活時間を増やし、余裕ある人間性豊かな先生として子供たちを
育てていってください。
・コロナ禍の中での授業、大変だったと思います。気苦労に感謝いたし
ます。
・東一ステージでは、感染症予防の観点から参観の人数制限や学年別
入替などがありましたが、適切な方法だと思いました。
・各行事は、今年度もコロナ禍で回数と内容が少ない中、学校も児童の
皆さんも一生懸命頑張っている姿はいろいろな学校だよりや案内でも感
じられます。それもこれも校長先生、副校長先生はじめ、先生方、関係
者の皆さんが創意工夫し、できる限りの活動をしてくださっているお陰と
感謝しております。
・保護者の参観が増えました。活動の理解は学校との直のふれあいが
大切だと再認識しました。
・運動会も東一ステージも難しい状況の中、しっかりと練習を重ねてとて
も素晴らしく感動しました。

4

4

4

4

0

4

・今年度は感染症予防の観点から、体育館
において、各学級１単位時間の授業公開とし
た。また、運動会は、表現運動とかけっこ・短
距離走を公開し、東一ステージは、合唱及び
合奏を保護者鑑賞日を設定し、実施した。い
ずれも参観の人数制限は設けたものの、保
護者からは実施について肯定的な評価をい
ただいた。今後も区の感染症防止ガイドライ
ン、それに基づく本校のマニュアルに沿って
保護者に児童の様子を公開し、評価いただ
く。
・校内研究では昨年度は国語科での研究と
していたが、今年度は教科の縛りをなくし、
各教科等において、「対話を通して学び合う
児童の育成」をテーマに研究を進めている。

＊保護者４０７名回答
　肯定評価：３９１名（９７％）

4

・評価としては非常に高い水準にあるが、細
かく見ていくと守られていないルールがある
ことも確かである。また、きまりやルールが周
知・徹底されていない場合があることから、ま
ずは教職員が理解した上で、児童への指導
を行っていくようにする。
・授業規律については、概ね徹底されてい
る。今後も引き続き生活指導部と研究推進
委員会からしっかりと発信し、本校のスタン
ダードを構築していｒく。
・毎週金曜日の生活指導夕会では、各学年
より配慮を要する児童についての情報提供
を行い、全教職員で共有することにしてい
る。問題行動や不登校問題等、多くの教員で
その指導の仕方や解決策等について検討し
ている。今後も必要に応じてケース会議を開
くなど、配慮を要する児童に対して学校、家
庭、関係諸機関など連携し、組織的に対応し
ていく。

＊保護者４０７名回答
　肯定評価：３９６名（９８％）

4

4

１：

４：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が９０％以上である。

２：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８０％以上である。

１：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８０％未満である。

４：保護者アンケート「地域や保護
者と連携した教育活動を進めてい
る」の満足度が　９０％以上であ
る。

4

３：保護者アンケート「教え方（内容
や方法）を工夫している」の満足度
が８５％以上である。

4

４：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は９０％以上である。

３：保護者アンケート「きまりを守る
社会性が身に付いている」の満足
度は８５％以上である。

4

4

4

4

4

4

４：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

２：

・授業での効果的な活用を図るため、毎週「Ｉ
ＣＴミニ研修会」を開催し、教員一人一人のス
キルの向上に努めた。研修会では授業です
ぐに活用できる内容を厳選し、ＩＣＴ委員会が
中心となり、運営を行った。ＩＣＴ機器の活用
については確実に力が付いたと言える。一
方で、授業での活用において教員間で個人
差があること、新型コロナウイルス感染症対
策により保護者の参観機会が減少し、活用
場面を見ていただけなかったことが満足度が
やや低くなった要因であると考えられる。タブ
レット端末の活用においては今後、校内だけ
ではなく保護者に向けてもルールを周知し、
徹底していくことで情報モラル教育のさらなる
充実に努めていく必要があると考える。第３
学期からは、家庭ルール及び学校ルールの
徹底を図り、家庭における活用について学年
で課題や持ち帰り回数なども検討し、対応し
ていく。
・児童の「情報活用能力」を高めるとともに情
報モラルについても理解を深めるために、発
達段階に応じた「ＩＣＴ教育年間指導計画」を
作成し、各学年において確実に身に付けな
ければならない能力について明確にする。

・今年度は、「体力テスト」を実施することがで
きた。また、運動会では、表現運動の他に短
距離走を行った。児童の体力向上を図るた
め、人数の制限や実施方法の工夫、児童同
士の間隔をとるなどの配慮をしながら体育朝
会や教科体育を実施した。都や区からの指
示を受けながら今後も児童の体力向上を
図っていく。

＊保護者４07名回答
　肯定評価：３６９名（９１％）

Ａ 10

・児童のリテラシー向上は重要な課題と思います。先生方自身も試行錯
誤しながらと大変だと思いますが、前向きに取り組んでいただければと
思います。
・タブレット端末によるリモート環境が整い、学習が継続されていること
は大変に喜ばしいことだ。今後の課題としては、リモート参加している児
童への声掛けや質問などにより、リモート側の緊張感を向上させ、授業
への参加意欲をより高めていくことではないだろうか。コロナで忙しく大
変なことであろうから、教員側のスキルが向上し、余裕が出てきた頃合
いをみて、検討をお願いしたい。
・運動会のコロナ感染症対策により表現運動と短距離走のみであった
が、各学年の特徴を表した表現運動が素晴らしく感動しました。
・コロナ禍の現下の状況下にあって、コミュニケーションや情報活用は現
実的に難しい点も多々あると思います。そのような中で、更にＩＴ化を推
進することは、先生方にとっても児童の皆さんにとっても大変難しい面
があるのは当然と思われます。更に国は今年デジタル庁を創設し、デジ
タル活用にも力を入れています。そこで学校は、「ＩＣＴミニ研修会」や「ＩＣ
Ｔ委員会」を設置し、対応していることは素晴らしいと思います。加えて、
「体力向上全体計画」、「国際理解教育」等も加えた上に「食育」までこな
す中で、肯定評価が前年を４％上回ることは大きな成果だと思います。
・保護者の参観機会が少なかったですが、児童のＩＣＴ機器の活用は
ぐーんと伸びました。
・コロナ禍でも様々な工夫を凝らし、子供たちが積極的に学習に取り組
める環境を作っておられることに感心いたします。
・ＩＣＴの活用に関しては、とにかくチャレンジしていくことしかないと思う
ので、確実に前進していけるよう区内の活用事例を参考になさっている
と思いますが、更なる充実を希望します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 0

４：保護者アンケート「ＩＣＴ機器を活
用した授業に取り組んでいる」の満
足度が９０％以上である。

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4
１：

Ｄ 0未来を創る力を育てるために、外部人材と
連携したり、ICT機器を活用したりして、地
域学習、国際理解教育、理科教育、食育な
どを実施する。

4

4

Ｄ 0

Ａ 10

B 0

Ｃ 0

≪教育目標≫
○よく考え、工夫する子

○いつも元気で丈夫な子

○こころ豊かに助け合う子

○ねばり強くがんばる子

◇知・徳・体のバランスのとれた東一の子の育成

～未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む～

◇信頼される魅力ある学校づくり

～学校・地域・家庭との連携・協働～

校内研究 「対話を通して学び合う児童の育成」

～主体的・対話的な学びにより、思考力・判断力・表現力を育成～

知（確かな学力） ・・・基礎・基本の定着と共に、主体的・対話的で深い学びにより思考力・判断力・表現力を育成し、

子供たちに確かな学力を 身に付けさせる。

徳（豊かな心） ・・・規範意識を向上させると共に、心の教育を充実させ、子供たちの豊かな心を育成する。

体（健やかな体） ・・・体力向上の取り組みや健康教育の充実により、子供たちの健康、体力を向上させる。

信頼される学校 ・・・家庭・地域との連携を深め、共に子供たちを育てる。

教育公務員として服務を遵守し、保護者、地域の信頼に応える。


